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福
井
県
核
燃
料
税
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
を
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　

福
井
県
知
事　

杉
本　

達
治

福
井
県
規
則
第
四
十
一
号

　
　
　

福
井
県
核
燃
料
税
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

　

福
井
県
核
燃
料
税
条
例
（
令
和
三
年
福
井
県
条
例
第
二
十
九
号
）
の
施
行
期
日
は
、
令
和
三
年
十
一
月

十
日
と
す
る
。

　

　

　

福
井
県
核
燃
料
税
条
例
施
行
規
則
を
公
布
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　

福
井
県
知
事　

杉
本　

達
治

福
井
県
規
則
第
四
十
二
号

　
　
　

福
井
県
核
燃
料
税
条
例
施
行
規
則

　

（
趣
旨
）

第 

一
条　

こ
の
規
則
は
、
福
井
県
核
燃
料
税
条
例
（
令
和
三
年
福
井
県
条
例
第
二
十
九
号
。
以
下
「
条
例

」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　

（
賦
課
徴
収
お
よ
び
収
納
）

第 

二
条　

核
燃
料
税
の
賦
課
徴
収
お
よ
び
収
納
に
つ
い
て
は
、
福
井
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十

七
年
福
井
県
規
則
第
八
号
）
第
一
章
第
二
節
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
規
則
第

十
一
条
第
二
項
中
「
ま
た
は
第
百
三
十
五
条
の
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
も
し
く
は
第
百
三
十
五
条
の
十

五
ま
た
は
福
井
県
核
燃
料
税
条
例
（
令
和
三
年
福
井
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
十
一
条
」
と
、
同
規
則

第
十
二
条
第
一
項
中
「
事
項
以
外
の
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
事
項
以
外
の
事
項
お
よ
び
福
井
県
核
燃
料

税
条
例
に
掲
げ
る
事
項
」
と
す
る
。

　

（
様
式
）

第 
三
条　

核
燃
料
税
に
つ
い
て
作
成
す
る
書
面
の
う
ち
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
書
式
お
よ
び
作

成
の
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
様
式
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

書  

面  

の  

種  

類

様      

式

一 　

条
例
第
十
条
第
一
項
の
申
告
書
お
よ
び
同
条
第
四
項
の
修
正
申

告
書
（
核
燃
料
税
価
額
割
申
告
書
・
核
燃
料
税
価
額
割
修
正
申
告

書
）

様
式
第
一
号
（
そ
の
一
）

二　

条
例
第
十
条
第
二
項
の
申
告
書
（
核
燃
料
税
出
力
割
申
告
書
）
様
式
第
一
号
（
そ
の
二
）

三 　

条
例
第
十
条
第
三
項
の
申
告
書
（
核
燃
料
税
搬
出
促
進
割
申
告

書
）

様
式
第
一
号
（
そ
の
三
）
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四 　

条
例
第
十
条
第
四
項
の
修
正
申
告
書
（
核
燃
料
税
出
力
割
修
正

申
告
書
）

様
式
第
一
号
（
そ
の
四
）

五 　

条
例
第
十
条
第
四
項
の
修
正
申
告
書
（
核
燃
料
税
搬
出
促
進
割

修
正
申
告
書
）

様
式
第
一
号
（
そ
の
五
）

六 　

条
例
第
十
一
条
に
規
定
す
る
更
正
ま
た
は
決
定
お
よ
び
過
少
申

告
加
算
金
額
、
不
申
告
加
算
金
額
ま
た
は
重
加
算
金
額
の
決
定
の

通
知
書
（
核
燃
料
税
価
額
割
更
正
（
決
定
）
お
よ
び
加
算
金
決
定

通
知
書
）

様
式
第
二
号
（
そ
の
一
）

七 　

条
例
第
十
一
条
に
規
定
す
る
更
正
ま
た
は
決
定
お
よ
び
過
少
申

告
加
算
金
額
、
不
申
告
加
算
金
額
ま
た
は
重
加
算
金
額
の
決
定
の

通
知
書
（
核
燃
料
税
出
力
割
更
正
（
決
定
）
お
よ
び
加
算
金
決
定

通
知
書
）

様
式
第
二
号
（
そ
の
二
）

八 　

条
例
第
十
一
条
に
規
定
す
る
更
正
ま
た
は
決
定
お
よ
び
過
少
申

告
加
算
金
額
、
不
申
告
加
算
金
額
ま
た
は
重
加
算
金
額
の
決
定
の

通
知
書
（
核
燃
料
税
搬
出
促
進
割
更
正
（
決
定
）
お
よ
び
加
算
金

決
定
通
知
書
）

様
式
第
二
号
（
そ
の
三
）

２ 　

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
核
燃
料
税
の
賦
課
徴
収
お
よ
び
収
納
に
係
る
書
面
の
様
式
は
、
福
井

県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
様
式
中
「福

井
県　
長

」
と
あ
る
の
は
「福

井
県
知
事

」
と
す
る
こ
と
そ
の

他
の
所
要
の
調
整
を
加
え
た
も
の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
十
一
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
福
井
県
核
燃
料
税
条
例
施
行
規
則
の
廃
止
）

２ 　

福
井
県
核
燃
料
税
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
福
井
県
規
則
第
四
十
四
号
。
以
下
「
旧
規
則
」

と
い
う
。
）
は
、
廃
止
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

３ 　

福
井
県
核
燃
料
税
条
例
（
平
成
二
十
八
年
福
井
県
条
例
第
三
十
号
）
附
則
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
課
し
た
、
ま
た
は
課
す
べ

き
で
あ
っ
た
核
燃
料
税
の
賦
課
徴
収
お
よ
び
収
納
に
つ
い
て
は
、
旧
規
則
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
後
も

、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

様
式
第
１
号
（
そ
の
１

）
（
第
３
条
関
係
）
 

 
 

年
 
 

月
装
荷
分
 

税
目
 

課
税

番
号
 

核
燃

料
税

価
額

割
 
申

告
書
 

修
正

申
告

書
 

１
４
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
 
 
月
 

 
日
 

      福
井

県
知

事
 

 
 

 
様
 

発
電

用
原

子
炉

設
置

者
の
 

住
（

居
）

所
（

所
在

地
）

 
 
 

発
電

用
原

子
炉

設
置

者
の

氏
名

（
名

称
）
 

 

個
人

番
号

（
法

人
番

号
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
内

の
主

た
る

事
務

所

ま
た

は
事

業
所

の
所

在
地
 
 
 

こ
の

申
告

に
係

る
事

務
の
担

当
者

の

所
属

名
、

氏
名

お
よ

び
電

話
番

号
 

所
属
名
 
 
 
 
氏
名
 
 
 
 

 

電
話
番
号
 

 発
電

用
原

子
炉

の
名

称
 
 
 

核
燃

料
の

炉
内

装
荷

完
了

日
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

１
 
使

用
前

検
査

終
了

年
月

日
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

２
 

定
期

事
業

者
検

査
に

係
る

 

実
施

状
況

の
検

査
の
 

終
了

年
月

日
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

３
 
核

燃
料

の
装

荷
終

了
年

月
日
 

（
１
、
２
以
外
の
場
合
）
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

 

摘
要
 

課
税
標
準
 

税
率
 

税
額
 

備
考
 

申
告

額
 

円
 

８
.
５

 

１
０

０ 

円
 

 
 

修正申告納付額 

修
正

申
告

額
（
ア
）
 

円
 

８
.
５

 

１
０

０ 

円
 
 
 

当
初

申
告

額
（
イ
）
 

円
 

８
.
５

 

１
０

０ 

円
 
 
 

差
引

増
差

額
 

（
ア
）
 
 
－
 
 
（
イ
）
 

修
正
申
告
に
よ
る
納
付
金
額
 

 
 

 
 

円
 
 
 

備
考

 
福

井
県

核
燃

料
税

条
例

第
１

０
条

第
１

項
各

号
に

定
め

る
日

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
書

類
を

添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
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付
表

 

課
税

標
準

等
に

関
す

る
明

細
書

 

 
 

発
電

用
原

子
炉

の
名

称
 
 
 

 
 

核
燃

料
の

装
荷

終
了

日
 

年
 
 
月

 
 
日

 

１
 
課

税
対

象
と

な
る

核
燃

料
 

受
け

入
れ

た
核

燃
料

 
既

に
挿

入
し

た
核

燃
料

 
今

回
挿

入
し

た
核

燃
料

 
今

回
挿

入
後
の
未
使
用
核
燃
料
 

備
考
 

受
入

年
月

日
 

体
数

 

⑴
 

体
数

 

⑵
 

取
得

原
価

 

⑴
×

⑵
 
⑶

 

体
数

 

⑷
 

体
数

 

⑸
 

課
税

標
準

 

⑴
×

⑸
 
⑹

 

体
数

 

⑵
－

⑷
－

⑸
 

⑺
 

残
額
 

⑴
×
⑺
 

⑻
 

 
円

 
体

 
円

 
体

 
体

 
円

 
体
 

円
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合
計

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

２
 
課

税
対

象
と

な
ら

な
い

核
燃

料
 

受
け

入
れ

た
核

燃
料

 
今

回
挿

入
し

た
核

燃
料

 

備
考
 

受
入

年
月

日
 

単
価

 

⑴
 

体
数

 

⑵
 

取
得

原
価

 

⑴
×

⑵
 
⑶

 

体
数

 

⑷
 

申
告

済
額

 

⑴
×

⑵
 
⑸

 

 
円

 
体

 
円

 
体

 
円

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

合
計

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
 
核

燃
料

の
保

有
状

況
 

区
分
 

燃
料

取
替

前

の
装

荷
量

 

⑴
 

炉
外

取
出

量
 

 

⑵
 

今
回

挿
入

量
 

 

⑶
 

挿
入

後
保

有
高

 

備
考
 

挿
入

後
装

荷
量

 

⑴
－

⑵
＋

⑶
 
⑷

 

貯
蓄

中
の

も
の

 
合

計
 

⑷
＋
⑸
＋
⑹
 

⑺
 

未
使

用
 

⑸
 

一
部

照
射

済
 

⑹
 

体
数

 
体

 
体

 
体

 
体

 
体

 
体

 
体
 
 
 

核
燃

料

の
総

量
 

k
g 

k
g 

k
g 

k
g 

k
g 

k
g 

k
g 

 
 

備
考

 
こ

の
明

細
書

は
、
発

電
用

原
子

炉
ご

と
に

作
成

し
、
様

式
第

１
号
（

そ
の

１
）
の

核
燃

料
税

価
額

割
 
申

告
書
 

修
正

申
告

書
 
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

様
式

第
１

号
（

そ
の

２
）
（

第
３
条
関

係
）
 

税
目

 
核

燃
料

税
出

力
割

申
告

書
 

１
４

 

課
税
期
間

 
 

年
 
 

月
 

 
日

か
ら

 
 

年
 
 

月
 

 
日

ま
で

 
 

年
 

 
月

 
 
日

 

      福
井

県
知

事
 

 
 
 

 
様
 

発
電

用
原

子
炉

設
置

者
の

 

住
（

居
）

所
 

（
所

在
地

）
 
 
 

発
電

用
原

子
炉

設
置

者
の

氏
名

（
名

称
）

 
 
 

個
人

番
号

（
法

人
番

号
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
内

の
主

た
る

事
務

所

ま
た

は
事

業
所

の
所

在
地

 
 
 

こ
の

申
告

に
係

る
事

務
の

担
当

者
の
 

所
属

名
、

氏
名

お
よ

び
電

話
番

号
 

所
属

名
 

 
 

 
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

電
話

番
号

 
 

課
税

番
号
 

課
税
標
準
①
 

（
熱
出
力
）
 

（
千
ｋ
ｗ
）
 

税
率
 

②
 

税
額
③
 

（
①
×
②
）
 

課
税
期
間
が
３
月
に
満
た
な
い
場
合
 

発
電
用
原
子
炉
の
名
称
 

月
数
④

（
月
）
 

課
税
標
準
⑤
 

（
熱
出
力
）（

千
ｋ
ｗ
） 

（
①
×
④
÷
３
）
 

税
額
⑥
 

（
⑤
×
②
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
円
 

 
 

円
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 備
考

 
 

 

備
考

 
１

 
課

税
標

準
（

熱
出
力

）
に
つ
い

て
は
、
千

キ
ロ
ワ
ッ

ト
未
満
の

端
数
は
切

り
捨
て
て

く
だ
さ
い

。
 

 
 

 
２

 
課

税
標

準
と
な

る
熱
出
力

に
つ
い
て

、
福

井
県

核
燃

料
税

条
例

第
７

条
第

３
項

た
だ

し
書

の
規

定
に

よ
り

変
 

更
の

許
可

を
受
け

た
熱
出
力

と
す
る
場

合
は
、
当

該
変

更
の

許
可

を
受

け
た

原
子

炉
の

熱
出

力
を

確
認

す
る

こ
 

と
が

で
き

る
書
類

を
添
付
し

て
く
だ
さ

い
。
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付
表
 

 

課
税
期
間
に
関
す
る
明
細
書
 

 発
電

用
原

子
炉

の
名

称
 
 
 

１
 
使

用
前

検
査

終
了

年
月

日
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

２
 
廃

止
措

置
計

画
認

可
年

月
日
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

３
 
廃

止
措

置
の

終
了

の
確

認
年

月
日
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

注
１

 
こ

の
明

細
書

は
、

課
税

期
間

が
福

井
県

核
燃

料
税

条
例

第
６

条
第

２
項

各
号

に
掲

げ
る

場
合

に
該

当
す

る
と

き
に

、
発

電
用

原
子

炉
ご

と
に

作
成

し
、

様
式

第
１

号
（

そ
の

２
）

の
核

燃
料

税
出

力
割

申
告
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

２
 

「
使

用
前

検
査

終
了

年
月

日
」

の
欄

に
は

、
福

井
県

核
燃

料
税

条
例

第
６

条
第

２
項

第
２

号
に

規

定
す
る
使
用
前
検
査
終
了
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

３
 

「
廃

止
措

置
計

画
認

可
年

月
日

」
の

欄
に

は
、

福
井

県
核

燃
料

税
条

例
第

６
条

第
２

項
第

３
号

に

規
定
す
る
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
を
受
け
た
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

４
 

「
廃

止
措

置
の

終
了

の
確

認
年

月
日

」
の

欄
に

は
、

福
井

県
核

燃
料

税
条

例
第

６
条

第
２

項
第

１

号
に
規
定
す
る
廃
止
措
置
の
終
了
の
確
認
を
受
け
た
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

様
式

第
１

号
（

そ
の

３
）

（
第

３
条
関
係

）
 

税
目

 
核

燃
料

税
搬

出
促

進
割

申
告

書
 

１
４

 

課
税
期
間

 
 

年
 
 

月
 
 

日
か
ら

 
 

年
 
 

月
 

 
日
ま
で

 
 

年
 

 
月
 

 
日
 

      福
井

県
知

事
 

 
 

 
 
様

 

発
電

用
原

子
炉

設
置

者
の

 

住
（

居
）

所
（

所
在

地
）

 
 
 

発
電

用
原

子
炉

設
置

者
の

氏
名

（
名

称
）
 

 
 

個
人

番
号

（
法

人
番

号
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
内

の
主

た
る

事
務

所

ま
た

は
事

業
所

の
所

在
地

 
 
 

こ
の

申
告

に
係

る
事

務
の

担
当

者
の

 

所
属

名
、

氏
名

お
よ

び
電

話
番

号
 

所
属

名
 

 
 

 
氏

名
 

 
 
 

 
 
 

電
話

番
号

 
 

課
税

番
号
 

課
税

標
準
①

（
重

量
）
 

（
ｋ

ｇ
）
 

税
率
 

②
 

税
額

③
 

（
①

×
②
）
 

課
税

期
間
が

３
月

に
満

た
な

い
場

合
 

発
電

用
原
子

炉
の

名
称
 

月
数

④

（
月

）
 

課
税

標
準
⑤
 

（
重

量
）
（

ｋ
ｇ

）
 

（
①

×
④
÷

３
）

 

税
額

⑥
 

（
⑤

×
②
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
７
５
円

 
円
 

 
 

円
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
７
５
円

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

７
５
円

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

７
５
円

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

７
５
円

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

７
５
円

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

７
５
円

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

７
５
円

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

７
５
円

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

７
５
円

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
３

７
５
円

 
 

 
 

 
 備

考
 
 

 

備
考

 
課

税
標

準
（

重
量
）

に
つ
い
て

は
、
１
キ

ロ
グ
ラ
ム

未
満
の
端

数
は
切
り

捨
て
て
く

だ
さ
い
。
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様式第１号（その４）（第３条関係） 

税目 
核 燃 料 税 出 力 割 修 正 申 告 書 

１４ 

課税期間   年   月   日 から   年   月   日まで 
 

年  月  日 

 

 

 

福井県知事     様 

発 電 用 原 子 炉 設 置 者 の 住 （ 居 ） 所 （ 所 在 地 ）   

発 電 用 原 子 炉 設 置 者 の 氏 名 （ 名 称 ）   

個 人 番 号 （ 法 人 番 号 ）              

県 内 の 主 た る 事 務 所 ま た は 事 業 所 の 所 在 地   

この申告に係る事務の担当者の所属名、氏名および電話番号 所属名      氏名       電話番号          
 
 

課 税 番 号 修 正 申 告 額 当 初 申 告 額 
差引増差額 

（ア）－（ウ）または 

（イ）－（エ） 

修正申告による納付金額 
発電用原子炉の名称 

課税標準

（熱出力） 

（千ｋｗ） 

税率 税額（ア） 

課税期間が３月に満たない場合 
課税標準 

（熱出力） 

（千ｋｗ） 

税率 税額（ウ） 

課税期間が３月に満たない場合 

月数

（月） 

課税標準 

（熱出力）

（千ｋｗ） 

税額（イ） 
月数

（月） 

課税標準 

（熱出力）

（千ｋｗ） 

税額（エ） 

         
  

 円 
  

円 
  

円 
  

円 円 
 

         
             

 

         
             

 

         
             

 

         
             

 

         
             

 

         
             

 

         
             

 

         
             

 

         
             

 

         
             

 

備 考   

備考 １ 課税標準（熱出力）については、千キロワット未満の端数は切り捨ててください。 

   ２ 課税標準となる熱出力について、福井県核燃料税条例第７条第３項ただし書の規定により変更の許可を受けた熱出力とする場合は、当該変更の許可を受けた原子炉の熱出力を確認する

ことができる書類を添付してください。

付
表
 

 

課
税
期
間
に
関
す
る
明
細
書
 

 発
電

用
原

子
炉

の
名

称
 
 
 

１
 
使

用
前

検
査

終
了

年
月

日
 

年
 
 
 
月

 
 
 
日
 

２
 
廃

止
措

置
計

画
認

可
年

月
日
 

年
 
 
 
月
 

 
 
日

 

３
 
廃

止
措

置
の

終
了

の
確

認
年

月
日
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

注
１

 
こ

の
明

細
書

は
、

課
税

期
間

が
福

井
県

核
燃

料
税

条
例

第
６

条
第

２
項

各
号

に
掲

げ
る

場
合

に
該

当
す

る
と

き
に

、
発

電
用

原
子

炉
ご

と
に

作
成

し
、

様
式

第
１

号
（

そ
の

４
）

の
核

燃
料

税
出

力
割

修
正
申
告
書
に
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

２
 

「
使

用
前

検
査

終
了

年
月

日
」

の
欄

に
は

、
福

井
県

核
燃

料
税

条
例

第
６

条
第

２
項

第
２

号
に

規

定
す
る
使
用
前
検

査
終
了
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

３
 

「
廃

止
措

置
計

画
認

可
年

月
日

」
の

欄
に

は
、

福
井

県
核

燃
料

税
条

例
第

６
条

第
２

項
第

３
号

に

規
定
す
る
廃
止
措

置
計
画
の
認
可
を
受
け
た
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

４
 

「
廃

止
措

置
の

終
了

の
確

認
年

月
日

」
の

欄
に

は
、

福
井

県
核

燃
料

税
条

例
第

６
条

第
２

項
第

１

号
に
規
定
す
る
廃

止
措
置
の
終
了
の
確
認
を
受
け
た
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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様式第１号（その５）（第３条関係） 

税目 
核 燃 料 税 搬 出 促 進 割 修 正 申 告 書 

１４ 

課税期間   年   月   日 から   年   月   日まで 
 

年  月  日 

 

 

 

福井県知事     様 

発 電 用 原 子 炉 設 置 者 の 住 （ 居 ） 所 （ 所 在 地 ）   

発 電 用 原 子 炉 設 置 者 の 氏 名 （ 名 称 ）   

個 人 番 号 （ 法 人 番 号 ）              

県 内 の 主 た る 事 務 所 ま た は 事 業 所 の 所 在 地   

この申告に係る事務の担当者の所属名、氏名および電話番号 所属名      氏名       電話番号          
 
 

課 税 番 号 修 正 申 告 額 当 初 申 告 額 
差引増差額 

（ア）－（ウ）または 

（イ）－（エ） 

修正申告による納付金額 
発電用原子炉の名称 

課税標準 

（重量） 

（ｋｇ） 

税率 税額（ア） 

課税期間が３月に満たない場合 
課税標準 

（重量） 

（ｋｇ） 

税率 税額（ウ） 

課税期間が３月に満たない場合 

月数

（月） 

課税標準 

（重量） 

（ｋｇ） 

税額（イ） 
月数

（月） 

課税標準 

（重量） 

（ｋｇ） 

税額（エ） 

         
 ３７５円 円 

  
円  ３７５円 円 

  
円 円 

 

         
 ３７５円      ３７５円      

 

         
 ３７５円      ３７５円      

 

         
 ３７５円      ３７５円      

 

         
 ３７５円      ３７５円      

 

         
 ３７５円      ３７５円      

 

         
 ３７５円      ３７５円      

 

         
 ３７５円      ３７５円      

 

         
 ３７５円      ３７５円      

 

         
 ３７５円      ３７５円      

 

         
 ３７５円      ３７５円      

 

備 考   

備考 課税標準（重量）については、１キログラム未満の端数は切り捨ててください。 

 

 

 

様
式

第
２

号
（

そ
の

１
）

（
第

３
条
関

係
）
 

核
燃
料

税
価
額
割

更
正
（
決

定
）
お
よ

び
加
算
金

決
定
通
知

書
 

第
 

 
 

 
 

号
 

 

年
 

 
月

 
 

日
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
様

 

福
井
県

知
事

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
 

 

 
 

 
年

 
 

月
分

の
核

燃
料
税

価
額
割
に

つ
い
て
、
次

の
と
お

り
税
額
を

 
更

正
 

決
定
 

し
、
こ

れ
に
伴

う
加
算
金

額
を
併
せ

て
決
定
 

し
ま

し
た

の
で

、
地

方
税

法
第
２

７
６
条
第

４
項
お
よ

び
同
法
第

 
 
 
条

第
 
項
の

規
定
に
よ

り
通
知
し

ま
す
。
 

 
こ

の
更

正
（

決
定

）
に

基
づ

く
不

足
税

額
な

ら
び

に
不

足
税

額
に

対
す

る
延

滞
金

額
お

よ
び

加
算

金
額

に
つ

い
て

は
、

納
期
限

ま

で
に

納
付

書
に

よ
り

納
付

し
て
く

だ
さ
い
。

 

申
告

書
提

出
期

限
 

年
 
 

月
 
 
日

 
申

告
書

提
出

年
月

日
 

年
 

 
月
 

 
日
 

区
分

 
課

税
標

準
 

税
率
 

税
額
 

更
正

（
決

定
）

後
の

税
額

 
（

イ
）
 

円
 

８
.
５
 

１
０

０
 

円
 

既
に

納
付

し
た

税
額

 
（

ロ
）
 

円
 

８
.
５
 

１
０

０
 

円
 

差
引

税
額

（
イ
）
－
（
ロ

）
 

（
ハ
）
 

 
 

 
 

円
 

区
分

 
基

礎
と

な
る

額
 

乗
ず

る
率

 
加

算
金

額
 

過
少

申
告

加
算

金
額

 
（

ニ
）
 

円
 

 

１
０

０
 

円
 

不
申

告
加

算
金

額
 

（
ホ

）
 

円
 

 

１
０

０
 

円
 

重
加

算
金

額
 

（
ヘ

）
 

円
 

 

１
０

０
 

円
 

合
計

（
ニ

）
＋

（
ホ

）
＋

（
ヘ

）
（
ト

）
 

 
 

 
 

円
 

指
定

納
期

限
 

年
 
 
月
 
 
日
 

納
付

す
べ

き
税

額
等
 

（
ハ
）

＋
（

ト
）

 

円
 

お知らせ 

１
 

こ
の

更
正

（
決

定
）

は
地

方
税

法
第

２
７

６
条

第
４

項
の

規
定

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
こ

れ
に

伴
う

加
算

金
額

の
決

定
は

同
法

第
 
条

第
 
項

の
規
定
に

よ
る
も
の

で
す
。
 

２
 

不
足

税
額

に
対

す
る

延
滞

金
額

は
、

申
告

書
の

提
出

期
限

の
翌

日
か

ら
納

付
の

日
ま

で
の

期
間

の
日

数
に

応
じ

、
不

足
税

額
（

１
,
０

０
０

円
未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
、

ま
た

は
そ

の
金

額
が

２
,
０

０
０

円
未

満
で

あ
る

と
き

は
、

そ
の

端
数

金
額

ま
た

は
全

額
を

切
り

捨
て

た
金
額
）
に
年

１
４
.
６
パ
ー
セ
ン

ト
（

こ
の

通
知

書
に

よ
る

納
期

限
ま

で
の

期
間

ま
た

は
そ

の
納

期
限

の
翌

日
か

ら
１

月
を

経
過
す
る

日
ま
で
の

期
間
に
つ

い
て
は
、
年
７

.
３

パ
ー
セ

ン
ト
）
の

割
合
（

当
該

期
間

の
属

す
る

各
年

の
租

税
特

別
措

置
法

第
９

３
条

第
２

項
に

規
定

す
る

平
均

貸
付

割
合

に
年

１
パ

ー
セ

ン
ト

の
割

合
を

加
算

し
た

割
合

（
以

下
「

延
滞

金
特

例
基
準

割
合
」
と
い

う
。
）
が
年

７
.
３
パ

ー
セ
ン

ト
の

割
合

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、
そ

の
年

中
に

お

い
て

は
、

年
１

４
.
６

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

に
あ

っ
て

は
そ

の
年

に
お

け
る

延
滞

金
特

例
基

準
割

合
に

年
７

.
３

パ
ー

セ
ン

ト

の
割

合
を

加
算

し
た

割
合

と
し
、
年

７
.
３
パ

ー
セ
ン
ト

の
割
合
に

あ
っ
て
は

当
該
延
滞

金
特
例
基

準
割
合
に

年
１
パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

を
加

算
し

た
割

合
（

当
該

加
算

し
た

割
合

が
年

７
.
３

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

を
超

え
る

場
合

に
は

、
年

７
.
３

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

）
）
を

乗
じ
て

計
算
し
た

金
額
（

１
０
０
円

未
満
の
端

数
が
あ
る

と
き
、
ま

た
は
そ

の
全
額
が

１
,
０
０
０

円

未
満

で
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数
金

額
ま

た
は

全
額

を
切

り
捨

て
た

金
額

）
で

す
の

で
、

不
足

税
額

に
加

算
し

て
納

付
し

て

く
だ

さ
い

。
 

３
 

こ
の

通
知

書
に

係
る

処
分

に
つ

い
て

不
服

が
あ

る
場

合
に

は
、

こ
の

通
知

書
を

受
け

取
っ

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
３

か
月

以
内

に
、

知
事

に
審

査
請
求
を

す
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。
 

４
 
こ

の
処

分
の

取
消

し
の
訴

え
は
、
３

の
審
査

請
求
に
対

す
る
裁
決

を
経
た
後

で
な
け
れ

ば
提
起
す

る
こ
と
が

で
き
ま
せ

ん
。

た
だ

し
、

審
査

請
求

が
あ

っ
た

日
か

ら
３

か
月

を
経

過
し

て
も

裁
決

が
な

い
と

き
、

処
分

、
処

分
の

執
行

ま
た

は
手

続
の

続

行
に

よ
り

生
ず

る
著

し
い

損
害

を
避

け
る

た
め

緊
急

の
必

要
が

あ
る

と
き

そ
の

他
裁

決
を

経
な

い
こ

と
に

つ
き

正
当

な
理

由

が
あ

る
と

き
は

、
審

査
請

求
に
対
す

る
裁
決
を

経
な
い
で

処
分
の
取

消
し
の
訴

え
を
提
起

す
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。
 

５
 

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
は

、
３

の
審

査
請

求
に

対
す

る
裁

決
が

あ
っ

た
こ

と
を

知
っ

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
６

か
月

以
内

に
、

福
井

県
を

被
告

と
し

て
、

提
起

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

福
井

県
を

代
表

す
る

者

は
福

井
県

知
事

と
な

り
ま

す
。
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税

出
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割
更
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（
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お

よ
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加
算

金
決

定
通

知
書

 

第
 

 
 

 
 

号
 

 

年
 

 
月

 
 

日
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
様

 

福
井

県
知

事
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
印

 
 

 
核

燃
料

税
出

力
割

に
つ

い
て

、
次

の
と

お
り

税
額

を
 

更
正

 

決
定

 
し

、
こ

れ
に

伴
う

加
算

金
額

を
併

せ
て

決
定

し
ま

し
た

の
で

、
地

方
税

法
第

２
７

６
第

 

第
４

項
お

よ
び

同
法

第
 

 
 

条
第

 
項

の
規

定
に

よ
り

通
知

し
ま

す
。

 

 
こ

の
更

正
（

決
定

）
に

基
づ

く
不

足
税

額
な

ら
び

に
不

足
税

額
に

対
す

る
延

滞
金

額
お

よ
び

加
算

金
額

に
つ

い
て

は
、
納

期
限

ま
で

に
納

付
書

に
よ

り
納

付
し

て
く

だ
さ

い
。

 

更
正

・
決

定
に

係
る

課
税

期
間

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

か
ら

 
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
ま

で
 

申
告

書
提

出
期

限
 

年
 

 
月

 
 

日
 

申
告

書
提

出
年

月
日

 
年

 
 

月
 

 
日

 

区
分

 
発

電
用

原
子

炉
の

名
称

 
課

税
標

準
 

（
熱

出
力

）
 

税
率

 
税

額
 

課
税

期
間

が
３

月
に

満
た

な
い

場
合

 

月
数

 

（
月

）
 

課
税

標
準

 

（
熱

出
力

）
 

税
額

 

更
正

（
決

定
）

後
の

税
額
（

イ
）
 

１
 

 
 

千
ｋ

ｗ
 

 
 

円
 

 
 

千
ｋ

ｗ
 

円
 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

９
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

既
に

納
付

し
た

税
額

（
ロ

）
 

１
 

 
 

千
ｋ

ｗ
 

 
 

円
 

 
 

千
ｋ

ｗ
 

円
 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

９
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

差
引

税
額

 

（
イ

）
－
（

ロ
）
 

１
 

 
 

千
ｋ

ｗ
 

 
 

円
 

 
 

千
ｋ

ｗ
 

円
 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

９
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

合
計

 
（

ハ
）

 
 

 
円

 
 

 
 

 
円

 

 

区
分

 
発

電
用

原
子

炉
の

名
称

 
基

礎
と

な
る

額
 

乗
ず
る

率
 

加
算

金
額

 

過
少

申
告

加
算

金
額

 

１
 

 
 

円
 

 １
０
０
 

 

円
 

２
 

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
 

 
 

９
 

 
 

 
 

 
 

１
０

 
 

 
 

 
 

 

１
１

 
 

 
 

 
 

 

小
計

 
（

ニ
）

 
 

 
円

 

不
申

告
加

算
金

額
 

１
 

 
 

円
 

 １
０
０
 

 

円
 

２
 

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
 

 
 

９
 

 
 

 
 

 
 

１
０

 
 

 
 

 
 

 

１
１

 
 

 
 

 
 

 

小
計

 
（

ホ
）

 
 

 
円

 

重
加

算
金

額
 

１
 

 
 

円
 

 １
０
０
 

 

円
 

２
 

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
 

 
 

９
 

 
 

 
 

 
 

１
０

 
 

 
 

 
 

 

１
１

 
 

 
 

 
 

 

小
計

 
（

ヘ
）

 
 

 
円

 

合
 

 
計

 
 

（
 

ニ
 

）
 

＋
 

（
 

ホ
 

）
 

＋
 

（
 

へ
 
）

 
 
 

 
 

（
 
ト

 
）
 

 
 

円
 

指
定

納
期

限
 

年
 

 
月

 
 

日
 

納
付
す

べ
き

税
額
等
（

ハ
）
＋
（

ト
）
 

円
 

お知らせ 

１
 

こ
の

更
正

（
決

定
）

は
地

方
税

法
第

２
７

６
条

第
４

項
の

規
定

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
こ

れ
に

伴
う

加
算

金
額

の
決

定
は

同
法

第
 

条
第

 
項

の
規

定
に

よ
る

も
の

で
す

。
 

２
 

不
足

税
額

に
対

す
る

延
滞

金
額

は
、
申

告
書

の
提

出
期

限
の

翌
日
か

ら
納
付

の
日

ま
で
の

期
間
の

日
数

に
応
じ

、
不

足
税

額
（

１
,
０

０
０

円
未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
、
ま

た
は

そ
の

金
額

が
２

,
０

０
０

円
未

満
で
あ

る
と
き

は
、
そ

の
端
数

金
額
ま

た
は

全
額
を

切
り

捨
て

た
金

額
）
に

年
１

４
.
６

パ
ー

セ
ン

ト
（

こ
の

通
知

書
に

よ
る

納
期

限
ま

で
の

期
間

ま
た

は
そ

の
納

期
限

の
翌

日
か

ら
１

月
を

経
過

す
る

日
ま

で
の

期
間

に
つ

い
て

は
、
年

７
.
３

パ
ー

セ
ン

ト
）
の

割
合
（

当
該

期
間

の
属

す
る

各
年
の

租
税
特

別
措

置
法
第

９
３
条

第
２

項
に
規

定
す
る

平
均

貸
付

割
合

に
年
１

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

を
加

算
し

た
割

合
（

以
下
「

延
滞

金
特

例
基

準
割

合
」
と

い
う
。
）
が
年

７
.
３
パ

ー
セ

ン
ト
の

割
合

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、
そ

の
年

中
に

お
い

て
は

、
年

１
４

.
６

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

に
あ

っ
て

は
そ

の
年

に
お

け
る

延
滞

金
特

例
基

準
割

合
に

年
７

.
３

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

を
加

算
し

た
割

合
と

し
、
年

７
.３

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

に
あ

っ
て

は
当
該

延
滞

金
特
例

基
準
割

合
に

年
１
パ

ー
セ
ン

ト
の

割
合

を
加

算
し
た

割
合

（
当

該
加

算
し

た
割

合
が

年
７

.
３

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

を
超

え
る

場
合
に

は
、
年
７

.
３

パ
ー

セ
ン

ト
の
割

合
）
）
を

乗
じ
て

計
算

し
た

金
額
（

１

０
０

円
未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
、
ま

た
は

そ
の

全
額

が
１

,
０
０

０
円

未
満
で

あ
る
と

き
は

、
そ

の
端

数
金
額

ま
た
は

全
額

を
切

り
捨

て
た
金

額
）

で
す

の
で

、
不

足
税

額
に

加
算

し
て

納
付

し
て

く
だ

さ
い

。
 

３
 

こ
の

通
知

書
に

係
る

処
分

に
つ

い
て

不
服

が
あ

る
場

合
に

は
、

こ
の

通
知

書
を

受
け

取
っ

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
３

か
月

以
内

に
、

知
事

に
審

査
請

求
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

４
 

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
は

、
３

の
審

査
請

求
に

対
す

る
裁

決
を

経
た

後
で

な
け

れ
ば

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
た

だ
し

、
審

査
請

求
が

あ
っ

た
日

か
ら

３
か

月
を

経
過

し
て

も
裁

決
が

な
い

と
き

、
処

分
、

処
分

の
執

行
ま

た
は

手
続

の
続

行
に

よ
り

生
ず

る
著

し
い

損
害

を
避

け

る
た

め
緊

急
の

必
要

が
あ

る
と

き
そ

の
他

裁
決

を
経

な
い

こ
と

に
つ

き
正

当
な

理
由

が
あ

る
と

き
は

、
審

査
請

求
に

対
す

る
裁

決
を

経
な

い
で

処

分
の

取
消

し
の

訴
え

を
提

起
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

５
 

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
は

、
３

の
審

査
請

求
に

対
す

る
裁

決
が

あ
っ

た
こ

と
を

知
っ

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
６

か
月

以
内

に
、

福
井

県
を

被
告

と
し

て
、

提
起

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
こ

の
場

合
に

お
い
て

、
福
井

県
を

代
表
す

る
者
は

福
井

県
知
事

と
な

り
ま

す
。
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燃
料

税
搬

出
促

進
割

に
つ

い
て

、
次

の
と

お
り

税
額

を
 

更
正

 

決
定

 
し

、
こ

れ
に

伴
う

加
算

金
額

を
併

せ
て

決
定

し
ま

し
た

の
で

、
地

方
税

法
第

２
７

６
 

条
第

４
項

お
よ

び
同

法
第

 
 

 
条

第
 

項
の

規
定

に
よ

り
通

知
し

ま
す

。
 

 
こ

の
更

正
（

決
定

）
に

基
づ

く
不

足
税

額
な

ら
び

に
不

足
税

額
に

対
す

る
延

滞
金

額
お

よ
び

加
算

金
額

に
つ

い
て

は
、
納

期
限

ま
で

に
納

付
書

に
よ

り
納

付
し

て
く

だ
さ

い
。

 

更
正

・
決

定
に

係
る

課
税

期
間

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

か
ら

 
 

 
 

年
 

 
 

月
 

 
 

日
ま

で
 

申
告

書
提

出
期

限
 

年
 

 
月

 
 

日
 

申
告

書
提

出
年

月
日

 
年

 
 

月
 

 
日

 

区
分

 
発

電
用

原
子

炉
の

名
称

 
課

税
標

準
 

（
重

量
）

 
税

率
 

税
額

 

課
税

期
間

が
３

月
に

満
た

な
い

場
合

 

月
数

 

（
月

）
 

課
税

標
準

 

（
重

量
）

 
税

額
 

更
正

（
決

定
）

後
の

税
額
（

イ
）
 

１
 

 
 

ｋ
ｇ

 

３
７

５
円

 

円
 

 
 

ｋ
ｇ

 
円

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

９
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

既
に

納
付

し
た

税
額

（
ロ

）
 

１
 

 
 

ｋ
ｇ

 

３
７

５
円

 

円
 

 
 

ｋ
ｇ

 
円

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

９
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

差
引

税
額

 

（
イ

）
－
（

ロ
）
 

１
 

 
 

ｋ
ｇ

 

３
７

５
円

 

円
 

 
 

ｋ
ｇ

 
円

 

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

９
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
０

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

１
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

合
計

 
（

ハ
）

 
 

 
円

 
 

 
 

 
円

 

区
分

 
発
電

用
原

子
炉

の
名

称
 

基
礎

と
な

る
額
 

乗
ず

る
率

 
加

算
金

額
 

過
少

申
告

加
算

金
額

 

１
 

 
 

円
 

 １
０
０
 

 

円
 

２
 

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
 

 
 

９
 

 
 

 
 

 
 

１
０

 
 

 
 

 
 

 

１
１

 
 

 
 

 
 

 

小
計

 
（

ニ
）
 

 
 

円
 

不
申

告
加

算
金

額
 

１
 

 
 

円
 

 １
０
０
 

 

円
 

２
 

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
 

 
 

９
 

 
 

 
 

 
 

１
０

 
 

 
 

 
 

 

１
１

 
 

 
 

 
 

 

小
計

 
（

ホ
）
 

 
 

円
 

重
加

算
金

額
 

１
 

 
 

円
 

 １
０
０
 

 

円
 

２
 

 
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
 

 
 

９
 

 
 

 
 

 
 

１
０

 
 

 
 

 
 

 

１
１

 
 

 
 

 
 

 

小
計

 
（

ヘ
）
 

 
 

円
 

合
 

 
計

 
 

（
 

ニ
 

）
 

＋
 

（
 

ホ
 

）
 

＋
 

（
 

ヘ
 

）
 

 
 
 

 
（
 

ト
 

）
 

 
 

円
 

指
定

納
期

限
 

年
 

 
月
 

 
日
 

納
付

す
べ

き
税
額

等
（
ハ

）
＋
（

ト
）
 

円
 

お知らせ 

１
 

こ
の

更
正

（
決

定
）

は
地

方
税

法
第

２
７

６
条

第
４

項
の

規
定

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
こ

れ
に

伴
う

加
算

金
額

の
決

定
は

同
法

第
 

条
第

 
項

の
規

定
に

よ
る

も
の

で
す

。
 

２
 

不
足

税
額

に
対

す
る

延
滞

金
額

は
、
申

告
書

の
提

出
期

限
の

翌
日

か
ら

納
付
の

日
ま

で
の
期

間
の
日

数
に

応
じ
、
不

足
税
額
（

１
,
０
０

０
円

未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
、
ま

た
は

そ
の

金
額

が
２

,
０

０
０

円
未

満
で
あ

る
と
き

は
、
そ

の
端

数
金

額
ま
た

は
全

額
を
切

り
捨

て
た

金
額
）
に

年
１

４
.
６

パ
ー

セ
ン

ト
（

こ
の

通
知

書
に

よ
る

納
期

限
ま

で
の

期
間

ま
た

は
そ

の
納

期
限

の
翌

日
か

ら
１

月
を

経
過

す
る

日
ま

で
の

期
間

に
つ

い
て

は
、
年

７
.
３

パ
ー

セ
ン

ト
）
の

割
合
（

当
該

期
間

の
属

す
る

各
年
の

租
税
特

別
措

置
法
第

９
３
条

第
２

項
に
規

定
す
る

平
均

使
用

割
合

に
年
１

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

を
加

算
し
た

割
合
（

以
下
「

延
滞

金
特

例
基

準
割

合
」
と
い

う
。
）
が

年
７

.
３
パ

ー
セ

ン
ト
の

割
合

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、
そ

の
年

中
に

お
い

て
は

、
年

１
４

.
６

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

に
あ

っ
て

は
そ

の
年

に
お

け
る

延
滞

金
特

例
基

準
割

合
に

年
７

.
３

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

を
加

算
し

た
割

合
と

し
、
年

７
.３

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

に
あ
っ

て
は

当
該
延

滞
金
特

例
基

準
割
合

に
年
１

パ
ー

セ
ン
ト

の
割

合
を

加
算
し

た
割

合

（
当

該
加

算
し

た
割

合
が
年

７
.
３

パ
ー

セ
ン

ト
の

割
合

を
超

え
る

場
合

に
は
、
年

７
.
３

パ
ー

セ
ン
ト

の
割

合
）
）
を

乗
じ

て
計

算
し

た
金

額
（

１

０
０

円
未

満
の

端
数

が
あ
る

と
き

、
ま

た
は

そ
の

全
額

が
１

,
０
０

０
円

未
満
で

あ
る
と

き
は

、
そ

の
端
数

金
額
ま

た
は

全
額

を
切
り

捨
て

た
金

額
）

で
す

の
で

、
不

足
税

額
に

加
算

し
て

納
付

し
て

く
だ

さ
い

。
 

３
 

こ
の

通
知

書
に

係
る

処
分

に
つ

い
て

不
服

が
あ

る
場

合
に

は
、

こ
の

通
知

書
を

受
け

取
っ

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
３

か
月

以
内

に
、

知
事

に
審

査
請

求
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

４
 

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
は

、
３

の
審

査
請

求
に

対
す

る
裁

決
を

経
た

後
で

な
け

れ
ば

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
た

だ
し

、
審

査
請

求
が

あ
っ

た
日

か
ら

３
か

月
を

経
過

し
て

も
裁

決
が

な
い

と
き

、
処

分
、

処
分

の
執

行
ま

た
は

手
続

の
続

行
に

よ
り

生
ず

る
著

し
い

損
害

を
避

け

る
た

め
緊

急
の

必
要

が
あ

る
と

き
そ

の
他

裁
決

を
経

な
い

こ
と

に
つ

き
正

当
な

理
由

が
あ

る
と

き
は

、
審

査
請

求
に

対
す

る
裁

決
を

経
な

い
で

処

分
の

取
消

し
の

訴
え

を
提

起
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

５
 

こ
の

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
は

、
３

の
審

査
請

求
に

対
す

る
裁

決
が

あ
っ

た
こ

と
を

知
っ

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
６

か
月

以
内

に
、

福
井

県
を

被
告

と
し

て
、

提
起

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
こ

の
場
合

に
お

い
て
、

福
井
県

を
代

表
す
る

者
は
福

井
県

知
事
と

な
り

ま
す

。
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告

　

示

福
井
県
告
示
第
３
９
１
号

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
４
年
法
律
第
８
８
号
）
第
２

８
条
第
７
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、

同
条
第
９
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
５
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
名
称

　
　
願
教
寺
鳥
獣
保
護
区

２
　
区
域

　
 　
大
野
市
上
打
波
地
籍
打
波
川
の
本
流
と
願
教
寺
谷
川
と
の
合
流
点
を
起
点
と
し
て
、
同
地
点
よ
り
打

波
川
本
流
右
岸
を
上
流
に
約
２
，
５
０
０
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
地
点
か
ら
県
有
林
界
に
沿
っ
て
県
境
稜
線

部
に
至
り
、
こ
の
稜
線
を
南
下
し
、
願
教
寺
山
山
頂
を
経
て
願
教
寺
谷
川
上
流
の
稜
線
に
出
て
、
こ
れ

よ
り
願
教
寺
谷
川
を
下
り
起
点
に
達
す
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円

３
　
存
続
期
間

　
　
令
和
３
年
１
１
月
１
日
か
ら
令
和
２
３
年
１
０
月
３
１
日
ま
で

４
　
保
護
に
関
す
る
指
針

　
⑴
　
指
定
区
分

　
　
　
森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

　
⑵
　
指
定
目
的

　
　
 　
願
教
寺
鳥
獣
保
護
区
は
、
大
野
市
打
波
川
源
流
部
に
位
置
し
、
願
教
寺
山
（
標
高
１
，
６
９
０
ｍ

）
北
斜
面
と
そ
の
麓
に
広
が
る
台
地
状
の
地
形
で
構
成
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。
台
地
の
北
部
に
は
刈

込
池
が
あ
り
、
一
帯
に
は
ブ
ナ
林
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
林
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
な
ど
の
自
然
植
生
の
他
、
サ

サ
草
原
や
岩
稜
帯
が
広
が
る
。

　
　
 　
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
背
景
に
、
カ
ラ
類
な
ど
の
森
林
性
鳥
類
が
多
く
生
息
し
、
そ
の
中
で
も

ヒ
ガ
ラ
、
カ
ケ
ス
、
ウ
グ
イ
ス
、
コ
ル
リ
な
ど
の
生
息
密
度
が
高
い
。
獣
類
で
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

、
カ
モ
シ
カ
、
ノ
ウ
サ
ギ
、
タ
ヌ
キ
な
ど
の
他
、
本
県
で
は
希
少
な
ヤ
マ
ネ
の
確
認
例
も
あ
る
。

　
　
 　
こ
れ
ら
の
森
林
に
生
息
す
る
鳥
獣
を
保
護
し
、
地
域
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
確
保
に
資
す
る
た

め
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
⑶
　
管
理
方
針

　
　
・
 　
定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生

息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

　
　
・
 　
落
葉
広
葉
樹
林
等
、
鳥
獣
の
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

　
　
・
 　
鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
環
境
教
育
・
学
習
の
場
と

し
て
活
用
を
図
る
。

５
　
面
積

　
　
３
８
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　

福
井
県
告
示
第
３
９
２
号

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
４
年
法
律
第
８
８
号
）
第
２

８
条
第
７
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、

同
条
第
９
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
５
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
名
称

　
　
河
内
鳥
獣
保
護
区

２
　
区
域

　
 　
若
狭
町
河
内
地
籍
に
お
い
て
、
河
内
川
と
明
神
谷
川
と
の
合
流
点
を
起
点
と
し
て
、
同
川
明
神
川
を

南
進
し
、
町
道
３
３
０
９
号
線
と
町
道
３
３
０
５
号
線
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
町
道
３
３
０
５
号
線

を
南
進
し
て
同
町
道
の
終
点
に
至
り
、
同
町
道
終
点
か
ら
林
道
明
神
谷
線
へ
と
至
り
、
同
林
道
を
南
進

し
て
林
道
終
点
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
滋
賀
県
境
に
向
か
っ
て
稜
線
を
進
み
、
県
境
に
出
て
こ
れ
を
西
北

進
し
、
駒
ケ
岳
山
頂
の
約
３
５
０
メ
ー
ト
ル
南
東
に
あ
る
河
内
国
有
林
界
に
達
し
、
同
林
界
を
北
進
し

て
林
道
本
谷
線
お
よ
び
一
般
県
道
河
内
熊
川
線
を
経
て
起
点
に
達
す
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円

３
　
存
続
期
間

　
　
令
和
３
年
１
１
月
１
日
か
ら
令
和
２
３
年
１
０
月
３
１
日
ま
で

４
　
保
護
に
関
す
る
指
針

　
⑴
　
指
定
区
分

　
　
　
森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

　
⑵
　
指
定
目
的

　
　
 　
河
内
鳥
獣
保
護
区
は
、
滋
賀
県
と
の
県
境
に
あ
る
駒
ヶ
岳
（
標
高
７
８
０
ｍ
）
の
東
部
、
河
内
川

の
集
水
域
斜
面
に
位
置
し
て
い
る
。
植
生
は
、
ク
リ
や
コ
ナ
ラ
の
広
葉
樹
林
が
大
半
を
占
め
、
比
較

的
自
然
度
の
高
い
自
然
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
 　
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
背
景
に
、
カ
ラ
類
な
ど
の
森
林
性
鳥
類
が
多
く
生
息
す
る
こ
と
に
加
え

、
ク
マ
タ
カ
、
サ
シ
バ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど
の
猛
禽
類
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
本
鳥
獣
保
護
区
の
特

徴
で
あ
る
。
ク
マ
タ
カ
な
ど
の
大
型
猛
禽
類
は
、
全
国
的
に
繁
殖
率
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

、
本
地
域
で
は
、
冬
を
越
し
た
ク
マ
タ
カ
の
幼
鳥
や
若
い
個
体
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
　
 　
こ
れ
ら
の
森
林
に
生
息
す
る
鳥
獣
を
保
護
し
、
地
域
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
確
保
に
資
す
る
た

め
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
⑶
　
管
理
方
針

　
　
・
 　
定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生

息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。
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・
 　
落
葉
広
葉
樹
林
等
、
鳥
獣
の
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

　
　
・
 　
鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
環
境
教
育
・
学
習
の
場
と

し
て
活
用
を
図
る
。

５
　
面
積

　
　
５
６
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　

福
井
県
告
示
第
３
９
３
号

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
４
年
法
律
第
８
８
号
）
第
２

９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第

４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
５
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
名
称

　
　
願
教
寺
特
別
保
護
地
区

２
　
区
域

　
 　
願
教
寺
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
以
下
の
区
域
。
大
野
市
上
小
池
１
１
６
字
幅
山
１
－
１
、
１
－
２
、

１
－
３
お
よ
び
２
－
２
な
ら
び
に
同
１
１
５
字
出
倉
１
－
１
、
１
－
２
、
１
－
３
、
１
－
４
、
１
－
５

、
１
－
６
、
２
－
１
お
よ
び
２
－
２

３
　
存
続
期
間

　
　
令
和
３
年
１
１
月
１
日
か
ら
令
和
２
３
年
１
０
月
３
１
日
ま
で

４
　
保
護
に
関
す
る
指
針

　
⑴
　
指
定
区
分

　
　
　
森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

　
⑵
　
指
定
目
的

　
　
 　
願
教
寺
特
別
保
護
地
区
は
、
願
教
寺
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
願
教
寺
山
の
麓
に
あ
る
台
地
状
の
地

形
に
ブ
ナ
林
や
サ
ワ
グ
ル
ミ
林
等
の
自
然
植
生
が
生
育
す
る
地
域
で
あ
る
。
森
林
性
鳥
類
の
う
ち
ヤ

マ
ド
リ
、
コ
ガ
ラ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
の
繁
殖
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
鳥
獣
の
良
好
な
生
息
環
境
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
特
別
保
護
地
区
に
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
⑶
　
管
理
方
針

　
　
・
 　
定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生

息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

　
　
・
 　
落
葉
広
葉
樹
林
等
、
鳥
獣
の
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

　
　
・
 　
鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
環
境
教
育
・
学
習
の
場
と

し
て
活
用
を
図
る
。

５
　
面
積

　
　
３
０
４
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　

福
井
県
告
示
第
３
９
４
号

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
４
年
法
律
第
８
８
号
）
第
２

９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第

４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
５
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
名
称

　
　
河
内
特
別
保
護
地
区

２
　
区
域

　
 　
河
内
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
三
方
上
中
郡
若
狭
町
河
内
５
５
字
近
江
サ
尾
１
８
番
か
ら
５
５
番
ま
で

、
お
よ
び
５
６
字
峯
１
番
か
ら
４
５
番
ま
で
の
森
林
の
区
域
一
円

３
　
存
続
期
間

　
　
令
和
３
年
１
１
月
１
日
か
ら
令
和
２
３
年
１
０
月
３
１
日
ま
で

４
　
保
護
に
関
す
る
指
針

　
⑴
　
指
定
区
分

　
　
　
森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

　
⑵
　
指
定
目
的

　
　
 　
河
内
特
別
保
護
地
区
は
、
河
内
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
当
該
鳥
獣
保
護
区
を
代
表
す
る
コ
ナ
ラ
群

落
の
中
心
的
な
地
域
で
あ
る
。
猛
禽
類
は
こ
の
区
域
を
含
め
て
生
息
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
猛

禽
類
の
餌
と
な
る
多
く
の
小
動
物
や
植
物
で
構
成
さ
れ
る
豊
か
な
生
態
系
が
本
地
区
に
成
立
し
て
い

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
 　
鳥
獣
の
良
好
な
生
息
環
境
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
特
別
保
護
地
区
に
指
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
⑶
　
管
理
方
針

　
　
・
 　
定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生

息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

　
　
・
 　
落
葉
広
葉
樹
林
等
、
鳥
獣
の
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

　
　
・
 　
鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
環
境
教
育
・
学
習
の
場
と

し
て
活
用
を
図
る
。

５
　
面
積

　
　
２
５
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　

福
井
県
告
示
第
３
９
５
号

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
４
年
法
律
第
８
８
号
）
第
３
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５
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
１
２
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
３
４
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

一
１
　
名
称

　
　
　
波
寄
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

　
２
　
禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

　
　
　
銃
器

　
３
　
区
域

　
　
 　
福
井
市
波
寄
町
地
籍
市
道
西
部
１
－
１
７
号
線
と
一
般
県
道
佐
野
・
山
岸
線
の
交
点
を
起
点
と
し

、
同
県
道
を
南
進
し
、
市
道
西
部
１
－
７
７
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
西
進
し
、
福
井
市

菖
蒲
谷
町
地
籍
の
市
道
西
部
１
－
３
７
４
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
西
進
し
、
農
免
（
基

幹
）
農
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
北
進
し
、
市
道
西
部
１
－
２
０
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
約
３
６
０
メ
ー
ト
ル
北
東
進
し
、
同
地
点
か
ら
同
市
道
と
交
差
す
る
農
道
を
北
進
し
、
市

道
西
部
１
－
１
７
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
進
し
て
起
点
に
達
す
る
線
で
囲
ま
れ
た

区
域
一
円

　
４
　
存
続
期
間

　
　
　
令
和
３
年
１
１
月
１
日
か
ら
令
和
１
３
年
１
０
月
３
１
日
ま
で

二
１
　
名
称

　
　
　
片
川
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

　
２
　
禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

　
　
　
銃
器

　
３
　
区
域

　
　
 　
坂
井
市
三
国
町
新
保
地
籍
国
道
３
０
５
号
と
一
般
県
道
佐
野
山
岸
線
と
の
交
差
点
を
起
点
と
し
て

、
同
県
道
を
南
進
し
て
主
要
地
方
道
三
国
春
江
線
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
地
方
道
を
西
進
し
、
国

道
３
０
５
号
に
出
て
同
国
道
を
北
進
し
て
起
点
に
達
す
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円

　
４
　
存
続
期
間

　
　
　
令
和
３
年
１
１
月
１
日
か
ら
令
和
１
３
年
１
０
月
３
１
日
ま
で

三
１
　
名
称

　
　
　
長
崎
・
舟
寄
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

　
２
　
禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

　
　
　
銃
器

　
３
　
区
域

　
　
 　
国
道
８
号
線
と
兵
庫
川
の
交
点
を
起
点
と
し
て
、
兵
庫
川
左
岸
堤
防
を
北
西
進
し
、
主
要
地
方
道

路
丸
岡
川
西
線
を
越
え
（
株
）
エ
ス
テ
ィ
エ
ヌ
の
敷
地
北
側
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
北
東
進
し
て
東

十
郷
用
水
路
右
岸
に
至
り
、
同
用
水
路
右
岸
堤
防
を
南
東
進
し
兵
庫
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同

河
川
右
岸
堤
防
を
南
東
進
し
て
国
道
８
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
兵
庫
川
右
岸
堤
防
を

１
０
０
ｍ
東
進
し
て
農
道
に
至
り
、
同
農
道
を
南
進
し
て
兵
庫
川
左
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
河
川

左
岸
堤
防
を
西
進
し
て
起
点
に
達
す
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円

　
４
　
存
続
期
間

　
　
　
令
和
３
年
１
１
月
１
日
か
ら
令
和
１
３
年
１
０
月
３
１
日
ま
で

四
１
　
名
称

　
　
　
木
部
兵
庫
川
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

　
２
　
禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

　
　
　
銃
器

　
３
　
区
域

　
　
 　
坂
井
市
坂
井
町
木
部
東
地
籍
の
兵
庫
川
に
架
か
る
「
う
め
が
さ
き
ば
し
」
西
詰
を
起
点
と
し
て
兵

庫
川
左
岸
堤
防
を
同
河
川
に
沿
っ
て
下
流
に
進
み
坂
井
市
三
国
町
石
丸
地
籍
と
の
境
界
に
至
り
、
同

境
界
に
沿
っ
て
下
流
に
進
み
坂
井
市
三
国
町
野
中
地
籍
と
の
境
界
に
至
り
、
同
地
点
か
ら
北
東
進
し

兵
庫
川
右
岸
堤
防
に
至
り
、
同
河
川
に
沿
っ
て
上
流
に
進
み
「
う
め
が
さ
き
ば
し
」
東
詰
に
至
り
、

同
橋
を
渡
っ
て
起
点
に
達
す
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円

　
４
　
存
続
期
間

　
　
　
令
和
３
年
１
１
月
１
日
か
ら
令
和
１
３
年
１
０
月
３
１
日
ま
で

五
１
　
名
称

　
　
　
竹
田
川
上
流
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

　
２
　
禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

　
　
　
銃
器

　
３
　
区
域

　
　
 　
あ
わ
ら
市
矢
地
地
籍
の
御
迎
橋
と
竹
田
川
右
岸
の
交
点
を
起
点
と
し
て
御
迎
橋
を
南
進
し
市
道
２

２
０
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
市
道
２
２
０
号
線
を
東
進
し
て
桑
原
橋
西
詰
め
と
の
交
点

に
至
り
、
同
点
か
ら
竹
田
川
左
岸
堤
防
を
南
進
し
石
塚
橋
西
詰
に
至
り
、
同
点
か
ら
市
道
瓜
生
石
塚

線
を
西
進
し
古
谷
石
塚
集
落
内
の
市
道
２
２
７
号
線
を
南
進
し
、
合
流
す
る
市
道
２
４
５
号
線
を
南

進
し
、
接
合
す
る
神
社
南
側
の
農
道
を
東
進
し
、
竹
田
川
左
岸
堤
防
道
路
に
至
り
、
竹
田
川
左
岸
堤

防
道
路
を
南
進
し
同
道
路
と
田
島
川
左
岸
堤
防
と
の
接
合
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
田
島
川
右
岸
堤
防

と
竹
田
川
左
岸
堤
防
と
の
接
合
点
を
見
通
す
線
を
進
み
同
点
に
至
り
、
田
島
川
右
岸
堤
防
を
西
進
し

学
校
橋
南
詰
に
至
り
、
同
点
か
ら
市
道
を
７
０
ｍ
南
進
し
農
道
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
農

道
を
２
９
０
ｍ
東
進
し
農
道
と
の
交
差
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
農
道
を
南
進
し
市
道
と
の
交
差
点
に

至
り
、
同
点
か
ら
市
道
を
東
進
し
竹
田
川
左
岸
堤
防
に
至
り
、
同
点
か
ら
竹
田
川
左
岸
堤
防
を
南
東

進
し
間
島
川
水
門
か
ら
、
同
水
門
と
垂
直
に
交
わ
る
線
を
南
西
に
進
ん
だ
線
と
竹
田
川
左
岸
堤
防
と

の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
間
島
川
水
門
に
至
り
、
同
水
門
か
ら
東
に
見
通
し
た
点
と
農
道
と
の
交

点
に
至
り
、
同
点
か
ら
農
道
を
北
進
し
、
あ
わ
ら
市
と
坂
井
市
の
境
界
沿
い
の
水
路
と
農
道
と
の
交

点
に
至
り
、
あ
わ
ら
市
と
坂
井
市
の
境
界
沿
い
の
水
路
を
西
進
し
竹
田
川
右
岸
堤
防
に
至
り
、
竹
田

川
右
岸
堤
防
を
北
進
し
て
、
竹
田
川
右
岸
堤
防
と
権
世
川
左
岸
堤
防
と
の
接
合
点
に
至
り
、
同
点
か

ら
竹
田
川
右
岸
堤
防
と
権
世
川
右
岸
堤
防
と
の
接
合
点
を
見
通
す
線
を
進
み
同
点
に
至
り
、
同
点
か
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ら
竹
田
川
右
岸
堤
防
と
熊
坂
川
左
岸
堤
防
と
の
接
合
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
竹
田
川
右
岸
堤
防
の
延

長
線
上
を
進
み
熊
坂
川
右
岸
堤
防
に
至
り
、
同
点
か
ら
熊
坂
川
右
岸
堤
防
を
進
み
同
堤
防
と
竹
田
川

右
岸
堤
防
の
接
合
点
に
至
り
、
同
堤
防
を
西
進
し
起
点
に
至
る
点
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円

　
４
　
存
続
期
間

　
　
　
令
和
３
年
１
１
月
１
日
か
ら
令
和
１
３
年
１
０
月
３
１
日
ま
で

六
１
　
名
称

　
　
　
杉
本
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

　
２
　
禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

　
　
　
銃
器

　
３
　
区
域

　
　
 　
鯖
江
市
杉
本
町
地
籍
の
石
田
橋
東
詰
を
起
点
と
し
て
、
日
野
川
右
岸
堤
防
陸
側
の
水
路
界
を
北
進

し
て
、
鯖
江
市
農
道
２
０
１
９
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
東
進
し
、
同
農
道
２
０
１
２
号

線
を
経
て
、
同
農
道
２
２
６
４
号
線
と
の
交
点
に
至
り
同
農
道
を
南
進
し
て
、
同
市
道
吉
江
中
上
杉

本
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
進
し
て
一
般
県
道
鯖
江
清
水
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県

道
を
西
進
し
て
起
点
に
達
す
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円

　
４
　
存
続
期
間

　
　
　
令
和
３
年
１
１
月
１
日
か
ら
令
和
１
３
年
１
０
月
３
１
日
ま
で

　
　

福
井
県
告
示
第
３
９
６
号

　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
４
年
法
律
第
８
８
号
）
第
３

５
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
し
た
、
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
解
除
し
た
の
で
、
同
条
第
１
２

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
３
４
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

一
１
　
名
称

　
　
　
古
屋
石
塚
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

　
２
　
禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

　
　
　
銃
器

　
３
　
区
域

　
　
 　
あ
わ
ら
市
古
屋
石
塚
地
籍
の
竹
田
川
石
塚
橋
西
詰
を
起
点
と
し
て
、
市
道
瓜
生
石
塚
号
線
を
西
進

し
、
古
屋
石
塚
集
落
内
の
市
道
２
２
７
号
線
を
南
進
し
、
合
流
す
る
市
道
２
４
５
号
線
を
南
進
し
、

接
合
す
る
神
社
南
側
の
農
道
を
東
進
し
、
合
流
す
る
竹
田
川
左
岸
堤
防
道
路
を
北
進
し
、
起
点
に
達

す
る
ま
で
の
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円

　
４
　
解
除
日

　
　
　
令
和
３
年
１
０
月
３
１
日

二
１
　
名
称

　
　
　
御
油
田
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

　
２
　
禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

　
　
　
銃
器

　
３
　
区
域

　
　
 　
坂
井
市
御
油
田
地
籍
の
学
校
橋
の
南
詰
を
起
点
と
し
て
市
道
を
７
０
ｍ
南
進
し
、
農
道
と
の
交
差

点
を
２
９
０
ｍ
東
進
し
、
農
道
と
の
交
差
点
を
南
進
し
、
市
道
と
の
交
差
点
を
東
に
進
み
竹
田
川
の

左
岸
堤
防
に
至
り
同
堤
防
沿
い
を
北
進
し
、
田
島
川
右
岸
の
堤
防
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
地
点
か

ら
堤
防
沿
い
に
西
に
進
み
起
点
に
達
す
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円

　
４
　
解
除
日

　
　
　
令
和
３
年
１
０
月
３
１
日

三
１
　
名
称

　
　
　
里
竹
田
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
）

　
２
　
禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

　
　
　
銃
器

　
３
　
区
域

　
　
 　
坂
井
市
丸
岡
町
里
竹
田
地
籍
の
間
島
川
水
門
を
起
点
と
し
て
竹
田
川
右
岸
堤
防
沿
い
に
北
東
方
向

に
あ
わ
ら
市
と
の
境
界
ま
で
進
み
、
境
界
沿
い
の
水
路
を
農
道
と
の
合
流
点
に
ま
で
東
に
進
み
、
合

流
点
を
南
に
４
５
０
ｍ
進
ん
だ
地
点
を
西
に
進
み
起
点
に
達
す
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円

　
４
　
解
除
日

　
　
　
令
和
３
年
１
０
月
３
１
日

　
　

福
井
県
告
示
第
３
９
７
号

　
土
地
改
良
法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
１
９
５
号
）
第
３
０
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
土
地
改

良
区
の
定
款
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

土
地
改
良
区
の
名
称

認
可
年
月
日

高
浜
土
地
改
良
区

令
和
３
年
１
０
月
１
５
日

　
　

福
井
県
告
示
第
３
９
８
号

　
一
般
国
道
４
１
７
号
の
下
記
区
間
に
お
い
て
、
道
路
整
備
工
事
に
伴
い
、
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の

で
、
道
路
法
（
昭
和
２
７
年
法
律
第
１
８
０
号
）
第
１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示

す
る
。

　
な
お
、
こ
れ
を
表
示
し
た
図
面
は
、
福
井
県
庁
お
よ
び
丹
南
土
木
事
務
所
鯖
江
丹
生
土
木
部
に
お
い
て

、
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日
か
ら
２
０
日
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　
令
和
３
月
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治
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道路種類

路線名

新旧別
区
　
間

幅
員

(単
位
:  

ﾒｰﾄﾙ)

延
長
 

(単
位
: 

ﾒｰﾄﾙ)

一般国道

４１７号

新
鯖
江
市
糺
町
１
３
字
大
袂
２
５
番
か
ら

鯖
江
市
糺
町
１
３
字
大
袂
２
０
番
、
２
１
番
地
先
ま
で

14.0～31.2
185.0

旧
鯖
江
市
糺
町
１
３
字
大
袂
２
５
番
か
ら

鯖
江
市
糺
町
１
３
字
大
袂
２
０
番
、
２
１
番
地
先
ま
で

12.0～23.1
185.0

　
　

福
井
県
告
示
第
３
９
９
号

　
公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
１
０
年
法
律
第
５
７
号
）
第
２
２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

公
有
水
面
の
埋
立
て
の
竣
功
認
可
を
し
た
の
で
、
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
竣
功
認
可
の
日

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

２
　
竣
功
認
可
を
受
け
た
者
の
住
所
お
よ
び
名
称
な
ら
び
に
代
表
者
の
氏
名

　
　
福
井
県
三
方
郡
美
浜
町
郷
市
１
３
号
横
田
８
番

　
　
関
西
電
力
株
式
会
社
　
原
子
力
事
業
本
部

　
　
本
部
長
　
松
村
　
孝
夫

３
　
埋
立
区
域

　
⑴
　
位
置

　
　
　
福
井
県
三
方
郡
美
浜
町
丹
生
６
６
号
川
坂
山
５
－
３
地
先
に
お
け
る
公
有
水
面

　
⑵
　
区
域

　
　
　
Ｂ
区
域

　
　
 　
次
の
各
地
点
を
順
次
に
直
線
で
結
ん
だ
線
お
よ
び
Jの
地
点
と
Ａ
の
地
点
と
を
直
線
で
結
ん
だ
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　
　
Ａ
の
地
点
 　
四
等
三
角
点
竹
波
（
北
緯
３
５
度
４
２
分
０
１
秒
　
東
経
１
３
５
度
５
８
分
３
３
秒
）

か
ら
方
位
角
２
７
６
度
４
６
分
２
４
秒
　
１
，
６
６
８
．
０
６
７
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
Ｂ
の
地
点
　
Ａ
の
地
点
か
ら
方
位
角
２
８
９
度
２
３
分
４
４
秒
　
７
２
．
１
７
４
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
Ｋ
の
地
点
　
Ｂ
の
地
点
か
ら
方
位
角
１
９
度
０
９
分
５
１
秒
　
５
．
２
８
５
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
Ｊ
の
地
点
　
Ｋ
の
地
点
か
ら
方
位
角
１
０
９
度
２
１
分
４
０
秒
　
７
２
．
１
７
３
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
⑶
　
面
積

　
　
　
３
８
２
．
９
７
平
方
メ
ー
ト
ル

４
　
埋
立
免
許
の
日
お
よ
び
番
号

　
　
平
成
３
０
年
４
月
１
２
日

　
　
福
井
県
指
令
砂
防
第
３
４
７
号

５
　
関
係
図
書
を
備
え
置
く
市
町

　
　
美
浜
町

　
測
量
法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
１
８
８
号
）
第
３
９
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
４
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
、
令
和
３
年
１
０
月
１
３
日
に
美
浜
町
よ
り
公
共
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
の
通
知
が
あ
っ
た

の
で
、
同
法
第
３
９
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
４
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示

す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
測
量
計
画
機
関
の
名
称

　
　
美
浜
町

２
　
作
業
の
種
類

　
　
公
共
測
量
（
道
路
台
帳
図
デ
ー
タ
）

３
　
作
業
の
期
間

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
７
日
か
ら
令
和
４
年
２
月
２
６
日
ま
で

４
　
作
業
の
地
域

　
　
美
浜
町
全
域

　
　

　
都
市
計
画
法
（
昭
和
４
３
年
法
律
第
１
０
０
号
）
第
２
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
開
発
行

為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
同
法
第
３
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る

。　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
開
発
区
域
ま
た
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

　
 　
勝
山
市
下
高
島
１
０
字
十
文
字
３
１
番
の
一
部
、
３
４
番
の
一
部
、
３
５
番
９
、
３
５
番
１
０
、
３

５
番
１
１
、
３
５
番
１
２
、
３
５
番
１
３
、
３
５
番
１
４
、
３
５
番
１
５
、
３
６
番
１
８
、
３
８
番
２

、
３
９
番
２
お
よ
び
４
０
番
２
、
下
高
島
１
１
字
月
井
田
３
番
１
、
３
番
４
、
３
番
５
、
３
番
６
、
３

番
７
、
３
番
８
、
３
番
９
、
３
番
１
０
、
４
番
１
、
４
番
４
、
４
番
５
、
４
番
６
、
４
番
７
、
４
番
８

、
４
番
９
、
４
番
１
０
、
５
番
１
、
５
番
４
、
５
番
５
、
５
番
６
、
５
番
７
、
５
番
８
、
５
番
９
、
８

番
１
、
８
番
４
、
８
番
５
、
８
番
６
、
８
番
７
、
８
番
８
、
９
番
１
、
９
番
２
、
９
番
３
、
９
番
４
、

９
番
５
、
１
０
番
１
、
３
７
番
１
、
３
７
番
７
、
３
７
番
８
、
３
７
番
９
、
３
７
番
１
０
、
３
８
番
１

、
３
８
番
２
、
３
８
番
３
、
４
２
番
６
、
４
３
番
１
、
４
３
番
３
、
４
４
番
、
４
５
番
１
、
４
８
番
１

、
４
８
番
２
、
４
８
番
３
、
４
８
番
４
、
４
８
番
５
、
５
９
番
１
、
５
９
番
２
、
６
０
番
１
、
６
０
番

公

告
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２
、
６
０
番
３
、
６
２
番
１
、
６
２
番
２
、
６
３
番
１
、
６
４
番
１
、
６
４
番
２
お
よ
び
６
５
番
１
、

下
高
島
１
２
字
大
礼
割
２
３
番
１
、
２
３
番
４
、
２
３
番
５
、
２
３
番
６
、
２
４
番
１
、
２
４
番
６
、

２
７
番
１
、
２
７
番
４
、
２
７
番
５
、
２
７
番
６
、
２
７
番
７
、
２
７
番
８
、
２
７
番
９
、
２
８
番
１

、
２
８
番
３
、
２
８
番
４
、
２
８
番
５
、
２
８
番
６
、
２
８
番
７
、
２
８
番
８
、
２
９
番
１
、
２
９
番

２
、
２
９
番
３
、
２
９
番
４
、
３
０
番
１
、
３
０
番
２
、
３
０
番
３
、
３
０
番
４
、
４
１
番
１
、
４
１

番
２
、
４
２
番
１
、
４
２
番
２
、
４
３
番
１
、
４
３
番
２
、
４
３
番
３
、
４
４
番
、
４
５
番
１
お
よ
び

４
５
番
２
、
下
高
島
１
３
字
吉
津
１
３
番
３
、
１
４
番
２
、
１
５
番
２
、
２
７
番
、
２
８
番
、
２
９
番

、
３
０
番
、
３
１
番
、
３
２
番
、
３
３
番
、
３
４
番
、
３
５
番
お
よ
び
３
６
番
、
下
高
島
１
４
字
日
出

向
１
番
１
、
１
番
２
、
２
番
７
、
２
番
１
１
、
２
番
１
３
、
５
番
２
、
６
番
、
７
番
、
８
番
２
、
１
１

番
２
、
１
２
番
、
１
３
番
１
、
１
３
番
２
、
１
４
番
２
、
１
４
番
５
、
２
２
番
１
、
２
２
番
６
、
２
２

番
７
、
２
２
番
８
、
２
３
番
１
、
２
３
番
２
、
２
３
番
３
、
２
４
番
、
２
５
番
１
、
２
５
番
５
、
３
２

番
１
、
３
２
番
５
、
３
３
番
、
３
４
番
、
３
５
番
１
、
３
５
番
５
、
４
０
番
１
、
４
０
番
２
、
４
０
番

１
１
、
４
０
番
１
２
、
４
１
番
１
、
４
１
番
２
、
４
９
番
１
、
４
９
番
５
、
５
０
番
１
、
５
０
番
２
、

５
０
番
３
、
５
１
番
１
、
５
１
番
３
、
５
１
番
４
、
５
１
番
５
、
５
２
番
１
、
５
２
番
２
、
５
２
番
３

、
５
２
番
４
、
５
２
番
５
、
５
３
番
、
５
４
番
１
、
５
４
番
５
、
６
８
番
１
、
６
９
番
１
、
６
９
番
２

、
７
０
番
、
７
１
番
１
、
７
１
番
２
、
８
６
番
１
、
８
７
番
２
、
８
８
番
の
一
部
、
９
７
番
、
９
８
番

２
の
一
部
、
９
９
番
、
１
０
０
番
、
１
０
１
番
、
１
０
２
番
、
１
０
３
番
１
、
１
０
３
番
３
、
１
０
４

番
、
１
０
５
番
、
１
０
６
番
の
一
部
、
１
０
７
番
、
１
０
８
番
、
１
０
９
番
、
１
１
０
番
、
１
１
１
番

２
の
一
部
お
よ
び
１
１
２
番
２
、
畔
川
１
９
字
上
川
原
土
部
一
１
番
１
、
２
０
番
２
、
２
２
番
お
よ
び

３
５
番
な
ら
び
に
畔
川
２
０
字
上
川
原
土
部
三
１
３
番
４
お
よ
び
１
４
番

２
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
お
よ
び
氏
名

　
　
勝
山
市
遅
羽
町
大
袋
６
１
号
３
５
番
地

　
　
株
式
会
社
フ
ク
タ
カ

　
　
取
締
役
社
長
　
棚
林
　
英
美

　
　

　
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
落
札
者
を
決
定
し
た

の
で
、
特
定
調
達
契
約
に
係
る
福
井
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
７
年
福
井
県
規
則
第
８

２
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
知
事
　
杉
本
　
達
治

１
　
落
札
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
お
よ
び
数
量

　
　
福
井
県
教
育
総
合
研
究
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
更
新
お
よ
び
保
守
業
務
　
一
式

２
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
お
よ
び
所
在
地

　
　
福
井
県
教
育
総
合
研
究
所

　
　
福
井
県
坂
井
市
春
江
町
江
留
上
緑
８
－
１

３
　
落
札
者
を
決
定
し
た
日

　
　
令
和
３
年
１
０
月
５
日

４
　
落
札
者
の
名
称
お
よ
び
住
所

　
　
三
谷
商
事
株
式
会
社

　
　
福
井
県
福
井
市
豊
島
１
丁
目
３
－
１

５
　
落
札
金
額

　
　
１
０
１
，
９
２
６
，
０
０
０
円

６
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

　
　
一
般
競
争
入
札

７
　
規
則
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
行
っ
た
日

　
　
令
和
３
年
８
月
１
７
日

福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
９
６
号

　
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
２
３
年
法
律
第
１
９
４
号
）
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
の

設
立
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
７
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
金
井
　
亨

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

（
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

届
　
出

年
月
日

政
治
団
体
の
名
称
代
表
者
の
氏
名
会
計
責
任
者
の

氏
　
　
　
　
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

令
和
3年

9月
28日

伊
藤
ヒ
ロ
ミ
後
援
会
伊
藤
　
宏
実

川
﨑
　
周
市

坂
井
市
坂
井
町
下
関
６
５
－
１
７

　
　

　
福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
９
７
号

　
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
２
３
年
法
律
第
１
９
４
号
）
第
７
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
の

届
出
事
項
の
異
動
に
係
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
７
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
金
井
　
亨

異
　
動
 

年
月
日

政
治
団
体
の
名
称
代
表
者
の
氏
名
異
 動
 事
 項

異
　
動
　
内
　
容

新
旧

令
和
3年
 

4月
25日

福
井
県
歯
科
衛
生
士

連
盟

大
門
　
智
子

代
表
者

大
門
　
智
子
虎
尾
　
裕
美

会
計
責
任
者
中
林
　
育
美
加
藤
　
三
千
代

選
挙
管
理
委
員
会
告
示
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福
井
県
公
安
委
員
会
告
示
第
１
３
５
号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
３
５
年
法
律
第
１
０
５
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
５
１
条
の
１
３
第
１
項

第
１
号
イ
に
規
定
す
る
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。
）
を
行
う
の
で
、
確
認
事

務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１
６
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
３
号
）
第
６
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　
　
令
和
３
年
１
０
月
２
６
日

　
　
　
　
　
　
福
井
県
公
安
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
奥
井
　
隆

１
　
講
習
の
期
日
、
場
所
お
よ
び
受
講
定
員

　
⑴
　
期
日

　
　
ア
　
講
習

　
　
　
　
令
和
３
年
１
２
月
８
日
（
水
）
お
よ
び
令
和
３
年
１
２
月
９
日
（
木
）

　
　
イ
　
修
了
考
査

　
　
　
　
令
和
３
年
１
２
月
２
３
日
（
木
）

　
⑵
　
場
所

　
　
　
福
井
市
大
手
３
丁
目
１
７
番
１
号

　
　
　
福
井
県
警
察
本
部

　
⑶
　
受
講
定
員

　
　
　
１
５
名
（
受
講
定
員
を
超
え
た
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
先
着
順
と
す
る
。
）

２
　
受
講
手
続
に
関
す
る
事
項

　
⑴
　
受
講
の
申
込
み
期
間

　
　
ア
　
受
付
期
間

　
　
　
 　
令
和
３
年
１
１
月
２
日
（
火
）
か
ら
令
和
３
年
１
１
月
１
６
日
（
火
）
ま
で
（
土
曜
日
お
よ
び

日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
２
３
年
法
律
第
１
７
８
号
）
第
３
条
に
規
定
す
る

休
日
を
除
く
。
）
。

　
　
イ
　
受
付
時
間

　
　
　
　
午
前
８
時
３
０
分
か
ら
午
後
５
時
１
５
分
ま
で

　
　
　
 　
な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
､令
和
３
年
１
１
月
１
６
日
（
火
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

に
限
り
受
け
付
け
る
。

　
⑵
　
受
講
申
込
み
に
必
要
な
書
類
等

　
　
ア
　
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
受
講
申
込
書
（
以
下
「
申
込
書
」
と
い
う
。
）
１
通

　
　
イ
 　
申
込
み
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
､正
面
､上
三
分
身
、
無
背
景
の
写
真
（
縦
の
長
さ
３
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
２
．
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
申
込
書
の
写
真
欄
に
貼
り
付
け

る
こ
と
。
）
１
枚

　
　
ウ
 　
講
習
手
数
料
２
０
，
０
０
０
円
（
手
数
料
分
の
福
井
県
証
紙
を
申
込
書
の
証
紙
貼
付
欄
に
貼
り

付
け
る
こ
と
。
）
。

　
　
　
　
な
お
、
納
付
さ
れ
た
講
習
手
数
料
は
、
返
還
し
な
い
。

　
⑶
　
申
込
書
の
提
出
先
お
よ
び
提
出
方
法

　
　
ア
　
提
出
先

　
　
　
　
福
井
市
大
手
３
丁
目
１
７
番
１
号

　
　
　
　
福
井
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課

　
　
イ
　
提
出
方
法

　
　
　
　
申
込
書
は
、
受
講
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
が
ア
の
提
出
先
に
提
出
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
な
お
、
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
場
合
は
、
書
留
で
送
付
す
る
こ
と
。

３
　
そ
の
他
講
習
の
実
施
に
関
す
る
必
要
な
事
項

　
⑴
　
講
習
の
資
格
要
件

　
　
 　
講
習
を
受
講
し
、
そ
の
課
程
を
修
了
し
て
も
法
第
５
１
条
の
１
３
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
事
項

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
､駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
⑵
　
講
習
に
関
す
る
問
合
せ
等

　
　
　
福
井
市
大
手
３
丁
目
１
７
番
１
号

　
　
　
福
井
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課

　
　
　
電
話
　
０
７
７
６
－
２
２
－
２
８
８
０

　
　
　
内
線
　
５
１
５
０
、
５
１
５
１
、
５
１
５
２

公
安
委
員
会
告
示
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令
和
三
年
十
月
二
十
六
日
発　

行　
発
行
人　

〒
九
一
〇-

八
五
八
〇　

福
井
県
福
井
市
大
手
三
丁
目
十
七
番
一
号　

福　

井　

県


